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特　集 低耐荷力管推進工法　〜35年目の進化〜

はじめに1
　昭和62年（1987）、下水道工事は
開削から推進工法による工事の需要が
多くなることが予想され、スピーダー工
法の開発が始まり実用化が達成されま
した。
　その後平成元年にはスピーダー協会
を設立し、小口径管推進の需要ととも
に採用件数が増加していきました。
　採用件数が増えるにつれて、スピー
ダー工法では施工が困難な案件もたび
たび発生し、現場では施工不能、補助
工法を併用して施工するなどの対応を
することもありました。
　施工が困難な現場条件の1つとして
「耐水砂層での施工」を可能にしたの
が、平成9年（1997）より実用化した
スピーダーパス工法です。本工法は一
工程目はスピーダー工法と同じリード管
圧入でありますが、二工程目の排土方
式がスピーダー工法のオーガ式から泥
水式へと変更しました。また、泥水式
の排土方式を採用したために推進距離
を延ばすことも可能となりました。
　平成25年（2013）には、スピーダー
パス工法が推進工法用積算要領「低耐
荷力管推進工法編」（発行：（公社）日本

推進技術協会）に泥水式として掲載さ
れました。
　スピーダーパス工法の当協会への検
討、見積依頼が増えてまいりましたが、
これに伴いお問い合わせいただく件数
も増えてまいりました。そこで、今回は
スピーダーパス工法に関して、改めて
特長や概要、お問い合わせいただくこ
との多い内容、および設計時の留意点
などを記載していきたいと思います。

スピーダーパス工法の特長2
2.1　極小立坑での施工
　推進機はスピーダー工法と共通であ
るため、発進立坑は最小でφ1,500mm
となります。
　到達立坑は先導体分割が可能である
ため、最小は1号マンホール（内径φ
900mm）となります。
2.2　多種管対応
　スピーダー工法と同じ推進機を使用
しているため、塩ビ管はもちろん鋼管、
レジンコンクリート管、ヒューム管など
も施工が可能となっています。
2.3　泥水式排土方式
　泥水式の排土方式を採用しているた
め、地下水圧が高い場合でも施工が可

能となっています。先導体内に内蔵さ
れている機内バイパスと止水弁が連動
することにより、管内の還流と地山への
回送がスムーズに行うことができ、地山
の崩壊や泥水の噴発を防止することが
できます。また、泥水膜と滑材が管周
辺へ回り込み、管材と地山の間を保護
するため推進力が低減されます。この
ため、さらなる長距離推進が可能となり
ます。
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写真−1　沈殿分級型泥水処理プラント
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2.4　先導体内部構造
　一般的な小口径管推進の先導体に
は、電力による内部監視や駆動モータ
類が装備されています。スピーダーパ
ス工法では、面盤は立坑推進装置より
ケーシング内部のロッドを伝達して稼働
しています。また、機内バイパスや止
水弁は油圧稼働となっているための先
導体内部には電動力部が無く、簡素化
しているために故障がほとんど無く、整
備も容易であります。

2.5　管内設備は最大限活用
　一般的な工法では、先導体の位置確
認のために管内に測量用の空間を確保
する必要がありますが、スピーダーパ
ス工法の場合二工程目は精度管理が必
要ないため、管内空間を最大限利用す
ることができます。管内設備はパスケー
シングを使用し、推進力伝達、管内流
体輸送、先導体面盤への動力伝達、管
材の浮き上がり防止の役割を担ってい
ます。

2.6　沈殿分級型泥水処理プラント
　小口径用の泥水プラントの使用も可
能ですが、動力電源を使用しない沈殿
分級型泥水処理プラントを標準としてい
ます。小型のために、車上プラントで
の使用も可能です。また、無振動であ
るため騒音や振動への影響を最小限に
抑えることができます（写真−1）。

表−1　スピーダーパス工法仕様一覧


